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1.研究の背景と目的

　地方小都市では人口減少が進み空き家が増加してい

る。また、不動産事業が確立されていない現状から空き

家の流通が困難である。一方、人口減少を抑制すべく移

住促進事業が進められており、移住者のための多様な生

活様式に対応した住宅が求められる。移住者は離れて住

むため、ITを活用した情報提供が有効である。従って本

論では、空き家の建築と立地の評価を行い、移住者の住

宅や移住のニーズを把握することで、ニーズと空き家の

関係を分析し、情報発信の手法と空き家の利活用方針を

提案することを目的とする。本論では移住促進事業に取

り組む北海道下川町を対象とする。

2.研究の方法

　①下川町の概況1)2)より『元々の町民』と『移住者』、

『移住希望者』を調査対象者とした。②資料*1を元に空き

家調査と建築や立地の評価3)から、現在の空き家の実態把

握と空き家の状態のランク付けを行った。③移住者と移

住希望者にヒアリング調査*2*3及び町が行った住み替えア

ンケート調査*4から、住まいに関するニーズ及び移住の経

緯･移住のニーズを把握した。④タウンプロモーションへ

のヒアリング調査*5及び空き家検討委員会*6への参加か

ら、空き家の利活用に向けた情報発信のペーパーの作成

やHPの作成などにより空き家情報発信の方策を提案す

る。⑤以上から、ニーズと空き家の関係性を把握し、空

き家の情報発信の方策･利活用の方針を提案する。

3.空き家の建築と立地の評価(図4-B)

　空き家の調査及び評価により、現状クラスター推進部

が把握している市街地の空き家49件と農村部の空き家32

件の実態を把握出来た(図2)。

　再生が可能なDランク以上の

空き家を利活用の対象とし、

『コミュニティ』や『自然環

境や景観』といった地域特有

の項目で評価を行った。

4.移住者のニーズ(図4-A)

 下川町への移住を決める要素として下記のことが挙げら

れた。[自然環境]豊かな自然の中で暮らしたい。[仕事]

下川町で林産業関連の仕事•NPO団体で活動したい[子育て

環境]都会の環境より田舎で子育てをしたい。[コミュニ

ティ]住民や移住者と良好なコミュニティを形成したい。

[その他]下川町で持続可能な暮らしを送りたい。

　移住希望者特有のニーズとして[住宅]すぐに住めて出

られる賃貸住宅に住みたい。情報に関しては住宅よりも

【周辺環境】([子育て環境][買い物環境][福祉環境][コ

ミュニティ])や空き家の場合、前住人の情報を求める。

　移住者特有のニーズとして[住宅]子供が生まれ戸建て

に住みたいことや、住む以外の用途(ギャラリー･ゲスト

ハウス･木工製造場)として空き家を活用したい。情報に

関しては【住宅】性能や内観、間取りの情報を求める。

5.情報発信の手法の提案(図4-C)

　4章で示した移住者の求める情報を内包させた情報発信

の手法として、Facebookを活用した情報発信、HP作成に

よる情報発信、Google-My-Mapを用いた情報発信、360°

カメラを用いた情報発信、改修像の提案を行った。

　HPでは【住宅】建物の外観や内観の情報【コミュニ

ティ】近所付き合い【自然環境】景観のよさや建物周辺

の自然を感じれる箇所【周辺環境】周辺の主要な施設ま

での具体的な距離や時間(【子育て環境】学校までの具体

的な時間、【買い物環境】主要な店までの具体的な時

間、【福祉環境】病院までの具体的な時間、【コミュニ

ティ】近所住んでいる人)の情報を発信した。

　FacebookではHPの内容に加え、360°カメラの内観映像

の発信、受け手とのやり取りが可能で反応を得られる。

　Google-My-Mapでは【住宅】住宅の位置、【周辺環境】

主要な施設が町のどこにあるかの情報(【子育て環境】小

･中学校【福祉環境】病院･福祉施設【買い物環境】スー

パー･飲食店)の情報を発信した。

　情報発信を対象地で行っていき、今後はこれらの手法

の成果を評価していく必要がある。

6.移住促進に向けた空き家の利活用方針の提案

　本研究より、以下の2点が明かになった。(1)賃貸住宅

を求める移住希望者に対して、改修不要ですぐに住める

A,Bランクを町外からきて町外に移り住む人などへの仮住

まい(賃貸)として活用出来る。(2)町内に住んでいる移住

者に対して、改修が必要なCランクを改修させて住宅に限

らない別の用途(ゲストハウス)として活用出来る。　以

上より空き家が移住者への多様な利活用に寄与出来、赤

矢印で空き家を活用したパターンを示す(図3)。
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1.研究の背景と目的

　地方小都市では人口減少が進み空き家が増加してい

る。また、不動産事業が確立されていない現状から空き

家の流通が困難である。一方、人口減少を抑制すべく移

住促進事業が進められており、移住者のための多様な生

活様式に対応した住宅が求められる。移住者は離れて住

むため、ITを活用した情報提供が有効である。従って本

論では、空き家の建築と立地の評価を行い、移住者の住

宅や移住のニーズを把握することで、ニーズと空き家の

関係を分析し、情報発信の手法と空き家の利活用方針を

提案することを目的とする。本論では移住促進事業に取

り組む北海道下川町を対象とする。

2.研究の方法

　①下川町の概況1)2)より『元々の町民』と『移住者』、

『移住希望者』を調査対象者とした。②資料*1を元に空き

家調査と建築や立地の評価3)から、現在の空き家の実態把

握と空き家の状態のランク付けを行った。③移住者と移

住希望者にヒアリング調査*2*3及び町が行った住み替えア

ンケート調査*4から、住まいに関するニーズ及び移住の経

緯･移住のニーズを把握した。④タウンプロモーションへ

のヒアリング調査*5及び空き家検討委員会*6への参加か

ら、空き家の利活用に向けた情報発信のペーパーの作成

やHPの作成などにより空き家情報発信の方策を提案す

る。⑤以上から、ニーズと空き家の関係性を把握し、空

き家の情報発信の方策･利活用の方針を提案する。

3.空き家の建築と立地の評価(図4-B)

　空き家の調査及び評価により、現状クラスター推進部

が把握している市街地の空き家49件と農村部の空き家32

件の実態を把握出来た(図2)。

　再生が可能なDランク以上の
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境や景観』といった地域特有

の項目で評価を行った。

4.移住者のニーズ(図4-A)

 下川町への移住を決める要素として下記のことが挙げら

れた。[自然環境]豊かな自然の中で暮らしたい。[仕事]

下川町で林産業関連の仕事•NPO団体で活動したい[子育て

環境]都会の環境より田舎で子育てをしたい。[コミュニ

ティ]住民や移住者と良好なコミュニティを形成したい。

[その他]下川町で持続可能な暮らしを送りたい。

　移住希望者特有のニーズとして[住宅]すぐに住めて出

られる賃貸住宅に住みたい。情報に関しては住宅よりも

【周辺環境】([子育て環境][買い物環境][福祉環境][コ

ミュニティ])や空き家の場合、前住人の情報を求める。

　移住者特有のニーズとして[住宅]子供が生まれ戸建て

に住みたいことや、住む以外の用途(ギャラリー･ゲスト

ハウス･木工製造場)として空き家を活用したい。情報に

関しては【住宅】性能や内観、間取りの情報を求める。

5.情報発信の手法の提案(図4-C)

　4章で示した移住者の求める情報を内包させた情報発信

の手法として、Facebookを活用した情報発信、HP作成に

よる情報発信、Google-My-Mapを用いた情報発信、360°

カメラを用いた情報発信、改修像の提案を行った。

　HPでは【住宅】建物の外観や内観の情報【コミュニ

ティ】近所付き合い【自然環境】景観のよさや建物周辺

の自然を感じれる箇所【周辺環境】周辺の主要な施設ま

での具体的な距離や時間(【子育て環境】学校までの具体

的な時間、【買い物環境】主要な店までの具体的な時

間、【福祉環境】病院までの具体的な時間、【コミュニ

ティ】近所住んでいる人)の情報を発信した。

　FacebookではHPの内容に加え、360°カメラの内観映像

の発信、受け手とのやり取りが可能で反応を得られる。

　Google-My-Mapでは【住宅】住宅の位置、【周辺環境】

主要な施設が町のどこにあるかの情報(【子育て環境】小

･中学校【福祉環境】病院･福祉施設【買い物環境】スー

パー･飲食店)の情報を発信した。

　情報発信を対象地で行っていき、今後はこれらの手法

の成果を評価していく必要がある。

6.移住促進に向けた空き家の利活用方針の提案

　本研究より、以下の2点が明かになった。(1)賃貸住宅

を求める移住希望者に対して、改修不要ですぐに住める

A,Bランクを町外からきて町外に移り住む人などへの仮住

まい(賃貸)として活用出来る。(2)町内に住んでいる移住

者に対して、改修が必要なCランクを改修させて住宅に限

らない別の用途(ゲストハウス)として活用出来る。　以

上より空き家が移住者への多様な利活用に寄与出来、赤

矢印で空き家を活用したパターンを示す(図3)。
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『
生
活
環
境
』：

買
い
物
は

ネ
ッ
ト
で
済
ま
せ
て
い
る

の
で
、
中
心
市
街
で
な
く

て
も
良
い
が
、
車
の
免
許

が
な
く
、
公
共
交
通
の
必

要
性
が
あ
る

【
条
件
】

家
族
向
け
の

住
宅
規
模

【
住
宅
の
要
望
】

職
場
･学
校
に
近
い

市
街
地
に
あ
る

NP
O
団
体
森
の
生
活

【
空
き
家
の
ニ
ー
ズ
】

空
き
家
を
改
修
し
て

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
し

て
の
利
用
を
考
え
て

い
る
。 【
条
件
】

売
買
で
改
修
が

可
能
な
住
宅

M
さ
ん

(3
6
歳
、
単

身
者

)
【
現
在
の
住
宅
】

公
営
住
宅

【
移
住
の
経
緯
】

『
森
の
生
活
』
の
活

動
に
興
味
を
惹
か
れ

て
移
住
し
た
。
元
々
、

様
々
な
地
域
を
巡
っ

て
い
た
。
当
分
は
下

川
町
で
暮
ら
す
予
定

【
住
宅
の
ニ
ー
ズ
】

単
身
向
け
の
住
宅
で

断
熱
が
し
っ
か
り
と

し
た
住
宅
が
よ
い

【
住
宅
の
要
望
】

単
身
者
向
け
の

状
態
が
良
い
住
宅

左
記
と
同
一
人
物

M
さ
ん

(3
6
歳
、
単

身
者

)
【
空
き
家
の
ニ
ー
ズ
】

活
動
し
て
い
る
部
で

作
品
を
展
示
す
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
求
め

て
お
り
空
き
家
を
物

色
中
。
状
態
が
悪
く

て
も
か
ま
わ
な
い
。

【
住
宅
の
要
望
】

ギ
ャ
ラ
リ
ー

と
し
て
活
用

出
来
る
空
き
家

Y
さ
ん

(3
1
歳
、
子

育
て
世
帯

)
【
現
在
の
住
宅
】

公
営
住
宅

【
移
住
の
経
緯
】

元
々
下
川
町
生
ま
れ

で
、
友
人
か
ら
下
川

町
の
現
状
を
聞
き
、

生
ま
れ
育
っ
た
下
川

町
で
地
域
の
た
め
に

取
り
組
み
た
い
と
移

住
を
し
て
き
た

【
条
件
】

住
宅
規
模
が

家
族
世
帯
に

見
合
っ
た
住
宅

F
さ
ん

(2
4
歳
、
単
身

者
)

【
現
在
の
住
宅
】

公
営
住
宅

【
移
住
の
経
緯
】

NP
O
団
体
に
興
味
が
あ

り
、
下
川
町
の

NP
O

団
体
の
募
集
が
あ
り
、

下
川
町
で

NP
O
団
体

に
就
職
し
た
。
他
の

地
域
の

NP
O
団
体
に

興
味
が
沸
け
ば
、
転

出
す
る
こ
と
を
視
野

に
入
れ
て
い
る

【
条
件
】

単
身
者
向
け
で

一
時
的
な

住
ま
い
と
し
て

利
用
で
き
る
住
宅

Ｈ
さ

ん
(5

0
歳

、
子

育
て

世
帯

）
【

現
在

の
住

宅
】

民
間

賃
貸

住
宅

【
移

住
の

経
緯

】
下

川
町

役
場

の
仕

事
に

就
職

し
移

住
し

て
き

た
【

住
宅

】
家

族
が

増
え

て
広

さ
が

あ
る

戸
建

て
の

住
宅

を
希

望
し

て
い

る
。
年

齢
的

に
ロ

ー
ン

を
組

ん
で

ま
で

新
築

を
購

入
し

た
く

な
い

。
築

年
数

が
新

し
い

住
宅

を
希

望
。

【
条
件
】

家
族
向
け
の

住
宅
規
模

【
住
宅
の
要
望
】

築
年
数
が
新
し
い

【
条
件
】

家
族
向
け
の
広
さ

が
十
分
あ
り

【
住
宅
の
要
望
】

状
態
の
よ
い
住
宅

匿
名
女
性

(3
0
代
、

子
育
て
世
帯
）

【
現
在
の
住
宅
】

公
営
住
宅

【
住
宅
】

生
ま
れ
た
ば
か
り

の
子
供
が
お
り
、

子
育
て
環
境
を
気

に
し
て
い
る
。
衛

生
的
な
面
を
気
に

し
て
お
り
新
し
う

断
熱
性
能
の
よ
い

住
宅
を
希
望
し
て

い
る
。

【
条
件
】

売
買
で
改
修
が

可
能
で
20
0V
の

電
力
供
給
が
可
能

な
空
き
家

男
性

(3
0
代
）

【
空
き
家
の
ニ
ー
ズ
】

空
き
家
を
改
修
し
て

家
具
製
作
工
房
と
し

て
利
用
し
た
い
。

【
条
件
】

す
ぐ
に
住
め
る
賃
貸
住
宅

【
住
宅
の
要
望
】

自
然
環
境
の
良
い

家
庭
菜
園
が
営
め
る
住
宅

【
条
件
】

単
身
者
向
け
で

公
共
交
通
に
不
便
が

な
く
す
ぐ
に
住
め
る

【
住
宅
の
要
望
】

自
然
環
境
の
良
い
住
宅

【
条
件
】

愛
犬
を
買
え
な
い
こ
と
か
ら

す
ぐ
に
住
め
る
戸
建
て
の
住
宅

【
住
宅
の
要
望
】

近
隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
よ
く

自
然
環
境
の
良
い
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改
修
が
必
要
な
く

生
活
の
利
便
性

が
良
い

空
き
家
予
備
軍

生
活
の
利
便
性

が
良
く
自
然
に

囲
ま
れ
た
住
宅

生
活
の
利
便
性
が
良

く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
良
い
住
宅

生
活
の
利
便
性
を
求

め
な
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
良
い
住
宅

生
活
の
利
便
性

が
良
く

菜
園
も
で
き
る
住
宅

Ex
)
元
町
ー
④

ラ
ン
ク
　
：
A

建
築
年
度
：
S3
9,
S5
2

【
住
宅
規
模
】
13
3.
76

㎡ ４
～
５
人
家
族
に
は
最

適
な
住
宅
規
模
で
あ
る

【
改
修
の
有
無
】

改
修
の
必
要
性
が
な
い

Ex
)
元
町
ー
①

ラ
ン
ク
　
：
A

建
築
年
度
：
S5
4

【
住
宅
規
模
】
50

㎡
単
身
用
の
住
宅
規
模

【
立
地
】

商
店
街
通
り
と
名
寄
川

の
間
に
位
置
す
る
。
自

然
環
境
と
買
い
物
の
利

便
性
が
整
っ
て
い
る
。

Ex
)
緑
町
ー
⑤

ラ
ン
ク
　
：
B＋

建
築
年
度
：
S4
1

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
】

近
隣
の
付
き
合
い
が

良
い

【
景
観
・
自
然
環
境
】

名
寄
川
沿
い
に
あ
る

【
生
活
環
境
】

閑
静
な
住
宅
街

Ex
)
幸
町
ー
②

ラ
ン
ク
　
：
B＋

建
築
年
度
：
S4
0

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
】

近
隣
の
付
き
合
い
が

良
い

【
景
観
・
自
然
環
境
】

名
寄
川
沿
い
に
あ
る

自
然
を
感
じ
れ
て

広
い
庭
の
あ
る
住
宅

生
活
の
利
便
性

が
良
い

DI
Y
向
け
の
住
宅

Ex
)
幸
町
ー
③

ラ
ン
ク
　
：
C＋

建
築
年
度
：
S4
4

【
庭
】

草
木
を
手
入
れ
す
れ

ば
、
庭
に
で
き
る

【
改
修
】

大
規
模
改
修
が
可
能

で
、
改
修
を
前
提
と

し
た
利
活
用
が
必
要

Ex
)
元
町
ー
⑤

ラ
ン
ク
　
：
B－

　
建
築
年
度
：
S4
2

【
庭
】

表
と
裏
に
庭
が
あ

り
、
自
然
環
境
に
囲

ま
れ
た
中
で
家
庭
菜

園
を
営
め
る
こ
と

【
景
観
】

名
寄
川
沿
い
に
あ
る

即
入
居
が
可
能
な

家
具
付
き
の
住
宅

Ex
)
三
島
さ
ん
宅

ラ
ン
ク
　
：
A

建
築
年
度
：
S5
5

【
即
入
居
可
】

・
売
却
で

50
0
万
円

・
改
修
い
ら
ず

【
家
財
】

す
ぐ
に
で
も
生
活
で
き

る
ぐ
ら
い
家
具
が
充
実

A
ラ
ン
ク
住
宅
（
即
入
居
可
）

B
ラ
ン
ク
住
宅
（
要
小
規
模
改
修
）

C
ラ
ン
ク
住
宅

（
要
大
規
模
改
修
）

子
育
て
環
境
の
良
い

子
育
て
世
帯
向
け

の
住
宅

利
便
性
が
良
く

公
園
の
自
然
を

感
じ
れ
る
住
宅

利
便
性
が
よ
く

築
年
数
が
新
し
い

住
宅

Ex
)
共
栄
町
－
⑧

ラ
ン
ク
　
：
A

建
築
年
度
：
S6
2

【
生
活
環
境
】

役
場
・
図
書
館
に
近

く
、
ま
た
買
い
物
で

き
る
環
境
が
周
辺
に

あ
り
、
生
活
の
利
便

性
が
よ
い

Ex
)
元
町
ー
①

ラ
ン
ク
　
：
A

建
築
年
度
：
S5
4

【
住
宅
規
模
】
12
6
㎡

家
族
向
け
の
住
宅
規
模

【
周
辺
環
境
】

小
学
校
に
近
く
、
子
供

の
こ
と
を
考
え
ら
れ
た

立
地

Ex
)
幸
町
ー
⑥

ラ
ン
ク
　
：
B＋

建
築
年
度
：
S3
3

【
生
活
環
境
】

役
場
・
図
書
館
に
近
く
、

ま
た
買
い
物
で
き
る
環

境
が
周
辺
に
あ
り
、
生

活
の
利
便
性
が
よ
い

公
園
が
側
に
あ
る
。

Ex
)
錦
町
－
⑤

ラ
ン
ク
：
A　

建
築
年
度
：
S3
2

近
年
内
装
を
改
修

【
状
態
】

ダ
ム
工
事
の
人
が
入
居

し
て
お
り
、
20
18

年
1

月
に
退
去
予
定
で
あ
る

改
修
が
必
要
な
く

生
活
の
利
便
性

を
求
め
な
い

空
き
家
予
備
軍

Ex
)
緑
町
－
⑫

ラ
ン
ク
：
A　

建
築
年
度
：
S4
0

近
年
内
装
を
改
修

【
状
態
】

ダ
ム
工
事
の
人
が
入
居

し
て
い
る
。

退
去
日
未
定


